
ど
う
し
た
ら
次
世
代
に
残
せ
る
の
？

世
界
に
誇
る
、沖
縄
の
美
し
い
海

県内の気
になるコ

ト・モノ
を知れば

沖縄がも
っと面白

くなる！

そ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
、た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
沖
縄
の
海
は
、

漂
着
ゴ
ミ
や
サ
ン
ゴ
礁
の
減
少
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
財
産
で
も
あ
る
美
し
い
海
を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
は
？

　
透
明
度
の
高
い
海
と
世
界
屈
指
の

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
。
夏
は

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
海
水
浴
、
冬
は
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
る

地
域
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
一
方
で
放
っ
て
お
け
な
い
問
題
も
。

そ
の
一
つ
が
漂
着
ゴ
ミ
で
す
。
２
０

２
２
年
度
に
は
１
年
間
で
お
よ
そ
５

７
７
ト
ン
の
漂
着
物
が
海
岸
で
回
収

さ
れ
て
い
て
、
前
年
と
比
べ
28
ト
ン

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
ゴ

ミ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
由
来
の
も
の

が
多
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
は
自

然
分
解
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

海
洋
生
物
が
誤
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ

た
り
、
海
洋
生
態
系
を
支
え
る
サ
ン

ゴ
礁
の
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
ゴ
礁
の
周
り
に
は
多
く
の
生

物
が
共
存
し
、
そ
の
周
辺
で
は
昔
か

ら
漁
業
も
営
ま
れ
、
人
々
の
生
活
と

深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は

サ
ン
ゴ
礁
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
産
業
が
マ
リ

ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
し
、
恩

恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

漁
業
・
観
光
業
の
た
め
に
も
、
ま
た

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
財
産
と

し
て
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
サ
ン
ゴ

礁
の
保
全
が
重
要
で
す
。

　
現
在
、
植
栽
に
よ
る
赤
土
流
出
防

止
や
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
駆
除
な
ど
、
海

を
守
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と

株
式
会
社
N
T
T
ド
コ
モ
は
、

2
0
2
2
年
３
月
に
水
中
ド
ロ
ー
ン

と
環
境
D
N
A
研
究
を
世
界
で
初
め

て
組
み
合
わ
せ
、
人
が
潜
れ
な
か
っ

た
深
い
地
点
に
生
息
す
る
サ
ン
ゴ
の

生
態
を
解
明
す
る
共
同
研
究
を
始
め

ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
琉
球
大
学

も
参
加
。
現
在
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
基

礎
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
保
全
策
の

考
案
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
民
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛

ん
で
す
。
海
岸
を
清
掃
す
る
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
活
動
は
県
内
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
事
業

者
が
海
底
に
沈
ん
だ
ゴ
ミ
を
回
収
し

て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
生
態
系
が
育
ま
れ
て
い
る

沖
縄
の
海
は
、
県
経
済
や
産
業
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
観
光
資
源
で
す
。
こ
の
海
を
守

り
、
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
た

め
に
、
ま
ず
は
現
状
を
知
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
支
援
や
行
動
を
す
る

こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
生
ま

れ
ま
す
。
海
の
保
全
が
沖
縄
の
未
来

を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

産官学連携の研究で
沖縄のサンゴ礁を守る

　沖縄科学技術大学院大学（OIST）、株式会社
NTTドコモ、琉球大学が共同研究を行ってい
る。採取した海水からサンゴの種類が分かる
「サンゴ環境DNA解析法」と水中ドローンを使
い、人では潜ることが難しかった水深でもサ
ンゴ礁の調査が可能に。世界初の取組に座間
味村も協力。新種のサンゴ発見に期待が高まる。

CASE 2

［ 養 殖 ］

　サンゴ礁の減少を防ごうと、県内各地でサンゴ再生の活動
が行われている。サンゴの苗を作り、一定程度成長したら海
に直接植え付ける取組で、保全につながると期待されている。
沖電開発株式会社では2009年から、地下から組み上げた地
下浸透海水を使ってサンゴの苗を育てるサンゴの陸上養殖を
実施し、海底に植え付けている。その数は年間2,000本以上
になるそう。修学旅行や社会科見学も受け入れ、苗作り体験
や環境学習も行っている。

海底にサンゴの苗を植え付け、海の豊かさを守る

CASE 3

［ボランティア］

　海の生き物を守ろうと、子どもたちが週に一度、海岸に漂着
したゴミを拾っている。南城市知念の小中高生でつくる「エコ
ホヌ」は、コロナ禍の休校期間をきっかけに活動をスタート。「拾
うだけでなく、何がどれくらい落ちているか調べよう」とゴミ
を分別して数値化し、海洋ごみ調査などを行う環境NGO団体
に報告。地域の人に知ってもらうことがゴミの減少につながる
と考えまとめた壁新聞は、エコ活動に関する全国コンクールで
賞を受賞した。

子どもたちが始めた、楽しい海辺の清掃活動

魅
力
的
な
海
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

各
地
で
広
が
る

海
を
守
る
取
組

養
殖
技
術
を
活
用
し
、

サ
ン
ゴ
礁
を
保
全
！

拾
っ
た
ゴ
ミ
の
量
を
分
析

全
国
で
高
い
評
価
！

ここがポイント！

座間味村をはじめとした調査
で、水深80メートル以上の深
さにサンゴの生息を把握！今
後の調査結果にも期待大。

研究の成果は？

美しい海を守ることは
未来の子どもたちへの投資につながる

持続可能な沖縄の漁業・観光業のためにも
海の保全活動は重要！

豊かな海の生態系を保つことで
沖縄は大きな恩恵を受けている

さまざまな場所で広がる、海を守る取組

進め！

進め！

まと め

沖縄科学技術大学院大学 × 
株式会社NTTドコモ × 琉球大学

「私たちの海って
  このままでいいんだっけ？」

ECOHONU
https://www.j-ecoclub.jp/ecoreport/
profile.php?id=1138

ホームページ

ホームページ

沖電開発株式会社
https://www.okikai.co.jp

ホームページ

CASE 1

［共同研究］

世界初！
水中ドローンを使ってサンゴ礁の謎を解明！

深い地点の調査も可能に！
　水中ドローンを使用することで、
深い地点も安全かつ簡単に調査で
きる。

環境DNAで種類が分かる！

サンゴの植付にも効果！

　サンゴが排出する環境DNAを
解析し、生息しているサンゴの種
類が識別できる。

　各地点で生息しやすいサンゴの
種類を把握することで、効率良く
サンゴを植え付けられる。

ドコモ SDGs 

BEACH
CLEAN

BEAC
H

CLEA
N

BEACH
CLEAN BEACH

CLEAN

（写真提供：株式会社NTTドコモ）
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